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ら発見された簡牘、約 36000 枚余りを指す。その中に文字があるのは 17000 枚余りで、大
多数は官府の文書である。以前にバラバラに発表されたものを除けば、主要には『里耶秦



















　　 （現有の一邑二里、大夫は 7 戸、大夫の寡婦は 2 戸、大夫の子は 3 戸、不更は 5 戸、
□□は 4 戸、上造は 12 戸、公士は 2 戸、従は 26 戸）
　　廿七年、 陵貳春郷積戸……
　　亡者二人。率之、萬五千三戸而……　8-927
　　（27 年、遷陵縣貳春郷の延べ戸数・・・、逃亡者 2 名。これを計算すれば、15003 戸で…）
　これは秦始皇帝 27 年の遷陵縣貳春郷の戸数資料である。













　 （34 年 8 月癸巳朔癸卯、戸曹の令史である　が 28 年より 33 年までの現戸数をこの牘（文
書）の背に箇条書きして、獄具集（具獄案件集）を移送し献上します。請史書（意味不
明）の如く取り扱われたい。　が記した）。（背の簡文は省略。）
　9-1706+9-1740 に「廿九年 陵見戸百六十六」との記載があるが、これは 8-2004 背に
記す廿九年の「見（現）百六十六戸」の数値と一致する。よって 8-2004 が記すのもまた
遷陵県の資料である。


































　　 （ 、皮膚の色は晳色、身長 2 尺 5 寸、年齢 5 ヶ月。里典の和が登記した。　浮、皮

























　　 （遷陵縣の 35 年の墾田の総数 52 頃 95 畝。税田４頃（51 畝）、戸数 152、［税田からの］
租 677 石。これを平均すれば、畝ごとに 1 石 5 斗。戸ごとでは 4 石 4 斗 5 升となり、
余数は 6 斗となる。
　　 啓陵郷の田 9 頃 51 畝、租 97 石 6 斗。都郷 17 頃 51 畝、租 241 石。貳春郷 26 頃 34 畝、










































　　 （34 年、啓陵郷の現在の戸口で戸賦を出すべき者の志。現在の戸 28 戸、繭 10 斤 8 両
を出すべし）
　　繭六兩。  丗五年六月戊午朔丁卯、少内守……8-96
　　（繭 6 兩。35 年 6 月戊午朔丁卯、少内の守の・・・）
　　絲三斤。    丗五年四月己未朔己巳、少……8-1097





















稟人の 3 人が共同で発給し、そして史あるいは佐により記録される 7）。我々は幾つかの例
証を見てみよう。
　　稻一石一斗八升。    丗一年五月乙卯、倉是、史感、稟人援出稟 陵丞昌。
　　• 四月、五月食。
　　令史尚視平。感手。8-1345+8-2245





　　 （径廥（倉の名）の粟米 1 石 9 斗 5 升 6 分の 5 升。　31 年 10 月甲寅朔丁巳、司空の
守である増・佐である得が（稟食を）出して舂・小城旦の渭ら 47 人に食わせた。総
日数 47 日、日に 4 升 6 分の 1 升。令史である□が監督し、得が記した）
　　 稻四斗八升少半半升。丗一年八月壬寅、倉是、史感、稟人堂出稟隸臣嬰自〈兒〉槐 。
　　令史悍 [視] 平。    六月食。    感手。8-217





























































である。8-755 ～ 8-759 の中に次のように記している。
　 　 令曰：吏僕、養、走、工、組織、守府門、 匠及它急事不可令田、六人予田徒四人。
徒少及毋徒、薄（簿）移治虜御史、御史以均予。
　　 （令に云う「吏の僕・養・走・工・組織（織人）・府門の門番・ 匠および他に急な事







































を管理して不足数があったので、分担してそれぞれ 15 石 3 分の 1 斗を賠償する。そ
の値は 314 銭）
……不備、直錢四百九十。少内段、佐卻分負各二百□五。8-785












　　 （39 年 9 月庚申、少内の守である増が銭 6720 を出して、令佐の朝・義・佐の に各々
１甲を、史の に 2 甲を返還した）
　ずっと以前に発表された「陽陵追貲贖銭文書」の中では、大多数は貲銭の取立てを迫る
ものである。貲の計量単位は甲か盾であるが、執行時は銭に換算して計算する。岳麓書院
の資料によれば、一盾は 384 銭に当たり、一甲は 1344 銭に当たる 11）。よって、秦簡中の





































　　　［金 1 両=576 銭］
　　錢三百五十。丗五年八月丁巳朔癸亥、少内沈出以購吏養城父士伍得。得告戍卒贖耐罪
惡。8-811+8-1572




院秦簡の資料によれば、秦朝の金 1 両は 576 銭に当たる 13）。よって、8-1008+8-1461+8-






　　 （28 年 5 月己亥朔甲寅、都郷里の守の敬が申し上げます。・・・虎を捕らえて、労役









































粟二石以稟乘城卒夷陵士五（伍）陽□□□□。今上出中辨券廿九。敢言之。   □手。
8-1452
　　（26 年 12 月癸丑朔己卯、倉の守である敬が申し上げます。西廥の稲 50 □石 6 斗 3 分





































　　 （城旦と鬼薪、延べ人数 90 人。仗城旦、延べ人数 30 人。舂と白粲、延べ人数 60 人。隸妾、

















































　　 （遷陵県で上計済みのもの：34 年残りの現有の「弩の柄」169。計 169。　「弩の柄」4






　　（30 年 4 月から 9 月まで、倉曹當計禾稼出入券。
　　すでに上計済みのもの及び県がたがいに付受しあったもの。    県廷第一。）
　　丗五年九月丁亥朔乙卯、貳春郷守辨敢言之：上不更以下徭計二牒。敢言之。8-1539

















































































　　 （・・・冗募の群戍卒□ 3 人。・・・26 人。 •死亡１人。・・・・626 人で死者 1 人。
尉の守である狐の課。11 月己酉より調査遂行、12 月辛未に終る）
　これは 8-482 の「【尉】課志」の中の「卒死亡課」に属するに違いない。尉の守である






































1  、韓巍「北大秦簡中的数学文献」（『文物』2012 年第 6 期）。「和攻」は「程功」の誤り
であろうか。『秦律十八種』徭律 122-123 に「縣爲恒事及 有爲殹（也）、吏程攻（功）、
贏員及減員自二日以上、爲不察」とある。
2 、湖南省文物考古研究所『里耶発掘報告』（岳麓書社 2006 年）の 203-211 頁。
3  、湖南省文物考古研究所・湘西土家族自治州文物処・龍山県文物管理所「湖南龍山里耶









6 、于振波「従簡牘看漢代的户賦与芻稾税」（『故宮博物院院刊』2005 年第 2 期）。








8 、李学勤「初読里耶秦簡」（『文物』2003 年第 1 期）
9 、陳偉主編『里耶秦簡牘校釈』第一巻（武漢大学出版社、2012 年）頁 92。
10 、荊州博物館編『荊州重要考古発現』第 210-211 頁、文物出版社 2009 年。彭浩「読松
柏出土的西漢木牘（一）簡帛網 2009 年 3 月 31 日、胡平生「松柏漢簡“令丙九”釈解」
簡帛網 2009 年 4 月 4 日を参照。
11 、于振波「秦律中的甲盾比価及相関問題」（『史学集刊』2010 年 5 期）、および田村誠「岳
麓書院『数』訳注稿（2）」（『大阪産業大学論集（人文社会科学編）17 号、2013 年 2 月』
を参照。
12 、馬怡「秦簡所見貲銭与贖銭－以里耶秦簡“陽陵卒”文書為中心」（『中国簡帛国際論壇
2012：秦簡牘研究』論文、武漢大学 2012 年 11 月）。
13、参照于振波「秦律中的甲盾比価及相関問題」。
14 、籾山明「刻歯簡牘初探―漢簡形態論」（『木簡研究』17 号、1995 年）漢語訳は『簡帛訳叢』





幾個問題」（『考古』2012 年第 8 期）を参照せられたい。






武漢大学 2012 年 11 月）。
19、于振波「秦律令中的“新黔首”与“新地吏”」（『中国史研究』2009 年 3 期）。
